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　本邦における中皮腫の発生頻度は諸家の報告に
よれば0．09％とされ、比較的稀な腫瘍とされて
いるが、その報告例は近年徐々に増加している。
胸膜中皮腫は、胸膜中皮層あるいは中皮下層に由
来する腫瘍で、その進展様式は限局型とびまん型
に分類されている。限局型悪性例は胸膜中皮腫全
体の約13％すぎないとされているが、限局型であ
れば、良悪性に関わらず、完全切除により良好な
予後が期待出来ると報告されている。我々が経験
した限局性胸膜中皮腫5切除例は悪性2症例，良
性3症例であった。悪性2症例のうち1症例は初
回手術24ヶ月後に同側胸腔内に再発、その後1
6ヶ月後に同じく晒骨胸腔内に多発性に再々発し
た。2度目の再発時には進展様式に変化が認めら
れ、再発様式として国側・臓側胸膜のリンパ流の
関与が示唆された。一般的に悪性例も限局型は完
全切除することで予後良好とされているが、我々
が経験した症例には再発過程で進展様式が変化し、，
再発を繰り返す例もあり、術後も慎重な経過観察
が必要であると考えられた。腫瘍の組織由来につ
いて免疫組織染色などの所見より検討し、本邦報
告例も含め、若干の文献的考察を加えて報告した。
　我々はヘモグロビンの酸化還元作用を利用し
て、抗癌剤として現在用いられるアクチノマイシ
ンDと同じ構造を有する誘導体を合成し、その抗
腫瘍効果について検討した。
〈方法〉；1、アクチノマイシンD誘導体の合
成；ヘモグロビン溶液を作成し、試薬として2一ア
ミノー5一メチルフェノールを加えた。この混合溶
液を37℃で7日間インキュベーション後、上清混
合物をカラム（セファデックスLH－20）に通して
目的物を分離採取した。なお採取したアクチノマ
イシン誘導体をYT－5と命名した。2、抗腫瘍
効果の研究；in　vitroの実験としてはじめにラット
グリオーマ細胞（C6、9L）をそれぞれ107
個培養調整した。合成した抗癌剤（YT－5）を
培養液に0．01・0．1・1・10mglm1濃度でそれぞれ
の細胞群に投与した。効果を比較する抗癌剤とし
て、アクチノマイシンD、マイトマイシンCを用
いた。また細胞障害試験としてWST－lassey法を用
い、至適濃度を求めた。in　vivoの実験としてヌー
ドマウスの腋下にラットグリオーマの結節を作
り、YT－5を30～40mg／kg濃度でそれぞれ隔日
で皮下投与をおこなった。さらに連日で腫瘍の
volumuを測定しその変化をみた。対照として無投
与群、アクチノマイシンD、マイトマイシンC投
与群とした。〈結果〉それぞれのグリ羽口マにお
いてlmg／ml・10mg／m1濃度で細胞増殖抑制効果を
認め、至適濃度としては0．41mg／mlの結果を得た
　in　vivoでは腫瘍の縮小効果を認めるとともに、
アクチノマイシンD、マイトマイシンCよりも比
較的mildな効果をしめした。
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